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1.はじめに 

1-1.研究の背景と目的 

これまでに、複数にまたがる既存公共施設の再編・複

合化における市民参加によるワークショップ手法に関す

る研究がなされている。そこで本稿では前稿（１）～

（３）を踏まえ、さいたま市与野本町小学校（以下：与

野本町小）を中心とする公共施設複合化検討ワークショ

ップ（以下：WS）と報告会を事例として、基本設計等の

策定手法について論じる。 

1-2.研究の方法 

 まず 2015 年度までの WS の概要と基本計画案について

説明する。次に、2016 年度にさいたま市が検討していた

基本設計案と、基本設計を決定するための報告会のプロ

グラム、報告会での市民からの意見、結果としてまとめ

られた最終的な基本設計案について提示する。最後に、

市民参加による基本設計案の策定手法について論じる。 

2.与野本町小複合化検討ワークショップと基本計画案 

さいたま市では、公共施設マネジメントの取り組みの

中で、与野本町小複合化検討 WS が行われている。（図１）   

2016 年度までに基本設計、2017 年度には実施設計を完

了し、2018年度には改築工事に着手する予定である。 

2-1.2015 年度までの検討 WS 

 2013 年度から 2014 年度にかけてモデルケース WS が

行われた。先進事例の見学と複合化対象候補施設の見学

や、デザインゲームによる北校舎と東校舎の機能配置案

の検討が行われ、その結果を踏まえて最終的に 3案にまと

められた。 

 2015 年度には、2014 年度に提示された基本計画案 3 案

より所管課の検討・調整を経て作成された 2案を対象に、

基本計画案策定に向けたWSが行われた。平面計画図及び

模型と CCD カメラ、また、交流シーンカードを用いて各

施設の利用者と管理者を具体的にイメージしながら検討

図 1 与野本町小の概要 図 2 基本計画案 

利用者 場所 交流例

地域交流室
社会の授業。文化財資料室から運び込まれた資料を見ながら、クラスのみんな
で大きな歴史地図を作成する。

中庭 地域交流室を覗くと、祖父が部屋にいるのを発見。あわてて教室に戻る。

地域交流室
エントランスから入り、管理室で受付をする。鍵を借りてエレベーターへ。1
階の地域交流室に入る。

文化財資料室
打ち合わせ後、文化財資料室でいつもパトロールのときに顔を合わせている児
童に会い、挨拶をする。

中庭
友達といっしょに見学に行く。地元の方に説明してもらいながら、文化財を眺
める。質問をすると全部返ってくるので、とてもおもしろい。

文化財資料室
友達と昨日のテレビ番組の話をしながら中庭へ。中庭で会った先生に挨拶を
し、放課後児童クラブに向かう。

文化財資料室 資料を見ていると、文化財資料室ボランティアの人が親切に説明してくれた。
地域サロン 水分補給をし、ウォーキングの準備をしてから仲間と出発した。

憩いの庭
お花がきれいなので立ち止まると、花壇のお手入れをする近隣の方にガーデニ
ングのアドバイスをもらう。

地域サロン 知り合いのお母さんが休憩していたので、近所の新しいお店の話をした。

文化財資料室
企画展をやっているのを発見。立ち寄ってみると、地元の方に説明してもら
え、とても勉強になった。

憩いの庭
外に出て、コーヒーを飲む。それでも時間が余っていたので、文化財資料室へ
向かう。

文化財資料室
資料をみていると、ボランテイアが親切に解説してくれ、おすすめの散策地も
教えてもらった。

地域サロン 放課後児童クラブの児童を迎えに来たらしいお母さんと挨拶をする。
地域サロン 他の文化財資料室ボランテイアのメンバーと新しい企画展の勉強会をする。

文化財資料室
放課後、小学生が来場。古地図にとても興味を持ってくれる。会話をしている
と、母親が迎えに来た。
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を行い、基本計画案を決定した。 

2-2.基本計画案 

 2015 年度に作成された基本計画案を図 2に示す。 

北校舎を建て替え、東校舎を改修して、与野本町小、

子育て支援センターよの、与野本町放課後児童クラブ、

与野文化財資料室が複合化され、北校舎の 1階には小学校

に関わる地域住民の交流を図る「地域交流室」、地下 1 階

には誰でも利用可能な「地域サロン」「憩いの庭」が設け

られた。さらに、利用者ごとに各施設の具体的な交流例

を示す計 16 の交流シーンカードがまとめられた。 

3.2016 年度複合化基本設計案に関する報告会 

 2015 年度の基本計画最終案より、所管課の検討・調整

を経て作成された基本設計案に関する報告会が行われた。

基本設計案では、憩いの庭の花壇の位置に、受水槽と室

外機、目隠しルーバーの設置が検討された。 

3-1.報告会のプログラム 

 報告会のプログラムを図 3 に示す。 

参加者は、市民に加えて全ての所管課の職員が参加し、

た。地区市民では、都市マスタープランと連携するため

に、4 名がマスタープラン策定委員を兼ねることとなった。  

報告会では、前半でこれまでの基本計画案策定の経緯

とWSプログラム及び、施設構成の説明を基本設計案の平

面図と基本設計案模型を用いて行った。 

 後半では、まず基本設計案に関する質疑応答を行い、

次に CCD カメラ映像と交流シーンカードを用いて、各施

設の利活用と運営方法について意見交換を行った。 

最後に、参加者に対してアンケート調査を行った。 

3-2.報告会での市民からの意見 

① 2015年度までの WS参加者からの意見 

16 枚の交流シーンカードを用いた基本設計案の確認で

は、交流シーンカードにある「（子育て支援センター利用

者）憩いの庭：お花がきれいなので立ち止まると、花壇

のお手入れをする近隣の方にガーデニングのアドバイス

をもらう。」「（コミュニティセンター利用者）憩いの庭：

外に出てコーヒーを飲む。それでも時間が余ったので、

文化財資料室へ向かう。」という交流イメージが実現され

なくなることから、憩いの庭に受水槽を設置することを

見直して欲しいという意見がでた。 

また、文化財資料室の運営に市民ボランティアが参画

できるように、「東京の深川地区のような市民ボランティ

ア制度を設けて欲しい。」や、「基本計画案のように、北

校舎屋上を活用できるようにして欲しい。」という意見が

でた。他にも基本計画案になったものとして、「校門脇に

ある古井戸を活用して欲しい。」という意見もでた。 

② 一般参加者からの意見 

利用者の動線や子育て支援センターの面積、各施設配

置に関する質問があった。 

③ アンケート調査 

WS 実施のお知らせや計画図面などの情報開示の方法、

初めて参加する市民や子ども連れの参加者に配慮した WS

内容や会場整備などの改善を求める声が多く上がった。 

3-3.最終的な基本設計案 

 現在の基本設計最終案を図 4 に示す。 

さいたま市は再設計を行い、憩いの庭には受水槽を設

置しないことになった。また、北校舎屋上の活用と校門

脇古井戸の活用を検討することになった。更に、文化財

資料室での市民ボランティア制度についても検討する方

向で調整されている。 

4.まとめ 

 模型の CCD カメラ映像に加えて、交流シーンカードを

用いることによって、WS によって策定した基本計画を踏

まえた基本設計案となった。市民参加のWSによって公共

施設の再編・複合化を検討する場合には、施設構成の図

面だけではなく、交流シーンを基本計画に含めることが

重要性である。また、所管課職員が、市民の意見を直接

聞くことが重要であると言える。 
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